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§１．研究開発実施体制  

 
（１）「吉川」グループ（産業技術総合研究所） 

① 研究開発代表者：吉川 佳広 （産業技術総合研究所 電子光基礎技術研究部門、主任研究

員） 

② 研究項目 

・光応答性コーティング材料の設計・合成 

・光応答性コーティング材料の物性評価 

・生分解性高分子との複合化と酵素分解 

 

§２．研究開発成果の概要  

 

本研究では、光をトリガーとして生分解性高分子の分解開始を制御する手法の開発を目的とし

ている。そのために、光刺激によって生分解性高分子の分解を開始する機構を付与することが可

能なコーティング材料を開発する。そして最終的には、多重刺激による生分解性高分子の分解制

御法を創製することを目指している。 

 今年度は、光応答性材料（アゾ化合物）について、紫外光照射によって“溶ける”性質と二次元構

造の関連について検討を行った。具体的には、メチル基の置換数およびアルキル鎖長が異なるア

ゾ化合物を合成し、走査型トンネル顕微鏡（STM）を用いてそれぞれのシリーズについて二次元構

造の解析を行った[1]。メチル基が無置換および二置換の化合物では、一部の例外を除いて基本

的には Z 型コンホメーションの分子が配列して二次元構造を形成した。しかし、メチル基を一つ置

換したアゾ化合物は、分子自身が非対照的な形状を有しているため、Z 型と I 型コンホメーションの

分子が混合して二次元構造を形成することがわかった。これらの化合物のうち、光で溶ける性質を

示すのは一置換のアゾ化合物であることから、非対照的な形状の分子による二次元構造と光融解

挙動との間に一定の相関があることが示唆された。 

さらに、高機能な光応答性コーティング材料の獲得を目指し、様々なアゾ化合物の合成に取り

組んだ。従来の光で“溶ける”材料は紫外光に応答するものに限定されていた。しかし、我々は光

応答性部位の分子デザインを改良・最適化することによって、可視光で光融解挙動を示す新規化

合物を合成することに成功した[2]。 
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